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Development of an eating evaluation sheet for 
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問看護師ネットワークを通して募集した理学療法士 5 名、作業療法士 1 名、言語聴覚士 2 
名、看護師 27 名、その他８ 名であった。評価対象となる摂食場面の動画は、当センター
に入院中あるいは外来通院中の摂食嚥下障害症例の経口摂取場面について同意を得て撮影




一方で、「口角の左右非対称な運動」の正答率は 2 回目でも 64.5％と低く、難易度が高い問
題と考えられたことから、観察評価に際しての説明書を作るのと同時に参照動画も作成し
て、事前に訓練が行えるようにした。 
研究２では、この G 評価表と VF や VE 検査での食形態選択に関する一致度を検討した。
研究協力が得られた 18 施設のデータのうち、同じ食形態について、観察評価と VF または
VE を実施していた 155 名（男性 114 名、女性 41 名、平均年齢 73 歳）、532 件（VF182 件、
VE236 件、両方 114 件）を分析対象とした。提供すべき食形態として G 評価表と検査結果
が一致したのは 80%あり、不一致の場合の 2/3 は観察評価が検査結果よりも厳しい判断で
あったことから、G 評価表ではより慎重な判断をしていることが推察された。嚥下調整食学
会分類 2013 ごとにみていくと、ゼリー状食品（コード０j、１j）に対する一致度は 97 組中









以上より、本研究により考案した食事観察評価表は VF や VE といった検査が実施できな
い場合の食形態決定のための一助として用いることができることが明らかとなった。とり
わけ、本評価表は日々の食事場面で実施することができることから、評価訓練を行うことで
日常臨床において有用なツールになりえるものと思われた。 
